
ワ
キ
ー
ー
ワ
ク

刷
封
後
公
取
引
婦
問
硝
行
を
殺
ね
、
次
い
で
町
観
行
に
判

じ
、
出
泊
二
年
退
老
し
て
名
宇
一如
鍛
と
改
め
、
諮
老

作
三
百
石
を
胞
は
り
、
翌
三
年
七
且
七
十
一
泊
訟
を
円
以

て
別
問
。
区
民
幼
よ
り
文
を
好
み
、
殊
に
辿
倣
を
好
〈

し
た
。
子
山
町
川
三
滞
に
竹
へ
る
。

ワ
キ
ダ
ナ
ホ
ナ
ガ

脇
田
直
長
矢
は
直
能
。
七

兵
衛
と
群
し
、
廷判
μ
三
年
矢
の
泊
知
千
五
百
石
を
裂

ぎ
、
歩
顕

・
山
内
遡
縦
一
叩
粂
公
取
刑
制
翠
行
所
助
め
、
定

稔
胤
に
京
り
、
hγ

保
九
年
致
仕
し
て
タ
隠
と
糾
L
、

十
七
年
八
月
引
八
日
入
十
五
践
脅
以
て
明
日
し
た
。

ワ
キ
ダ
ナ
ホ
ノ
プ

脇
田
一
直
線
辺
都
三
左
衛
門
・

伊
総
。
政
=
一
百
石
で
大
小
将
に
班
し
た
が
、
天
明
元

年
組
外
に
判
じ
、
法
邸
中
日
命
ぜ
ら
れ
、
沢
年
八

H
御

山山
、
十
月
八
日
出
科
し
て
家
繊
細
し
た
。

ワ
キ
ダ
ナ
市
ハ
ル

脇
田
直
温
沼
抑
制
留
之
助
・哲

児
郎
。
則
和
九
年
炎
治
左
衛
門
直
山
川
の
也
知
千
五
百

石
や
-
裂
い
で
御

M
組
に
班
L
、
-
失
明
二
年
前
川
混
敬

の
御
近
切
と
な
り
、
=
一
年
八
月
間
門
時
命
ぜ
ら
れ
、

凶
年
三
月
山
泊
さ
れ
て
千
石
狩
減
じ
、
五
年
十
一
月
二

一
白
石
特
噌
L
大
小
怖
に
任
じ
、
先
政
二
年
八
月
不
行

似
の
般
を
り
て
二
百
石
を
減
じ
、
話
線
そ
命
ぜ
ら
れ

て
組
外
に
列
L
、
六
年
六
且
御
苑
、
十
一

一
年
現
披
射

水
制
奉
行
と
な
り
、
宇
和
元
年
職
官
発
じ
、
文
化
十

一
揖
‘御
馬
廻
に
特
じ
、
文
政
五
年
波
し
た
。

ワ
キ
ダ
ナ
ホ
ヨ
シ

脇
田
直
能

泊
耕
平
之
丞
・九

兵
衛
。
直
伎
の
嫡
男
o
w
H
永
中
前
川
利
仰
に
仕
へ
て

一=
一
白
石
を
受
け
、
前
治
二
年
交
の
退
老
の
後
千
波
百

石
を州出
rF
、
問
問
中
行
を
絞
て
脳
廻
顕
に
進
み
、
別
人

を
銑
ね
た
。
箇
能
川
ザ
を
好
ん
で
木
下
順
路
に
従
地
L
、

X
辿
献
を
能
〈
し
、
道
式
売
千
宗
門
阜
に

mTび
、
そ
の

wvを
都
市
卦
と
脱
し
た
。
延
詑
三
年
間
問
。

iva
q

，
 

ワ
キ
ダ
ヤ
チ
脇
田
谷
内
珠
洲
部
出
町
の
内
の

小
字
。

下
か
ら
京
曲
古
川
叫
内
が
出
た
。
之
を
利
磁
と
名
づ
け
る

一

ワ
キ
ダ
シ
ゲ
ス
ヱ

脇
田
重
季
泌
総
抑
刀

・
兵

こ
と
も
亦
十
厳
か
ら
初
っ
た
と
あ
る
。

和
殺
は
ヤ
ハ
一
部
。

初
め
削
制
作
山
総
円
以
の
院
で
あ
っ
た
が
、
越
前
附
中

ラ
印
も
柔
術
の
こ
と
で
、
』」
与
に
阿
国
政
院
と
あ
る
の

一
で
前
凶
利
家
に
仕
へ
、
六
百
石
を
受
け
、
大
坂
の
役

は
け
ホ
州
排
他
人
民
館
院
で
あ
る

。

一

に

は

附

持

母

衣

の

使

持

在

勤

め

、
後
役
に
は
川
口
で
捻

ワ
キ
ザ
カ
シ
チ
ベ
Z

脇
坂
七
兵
衛

滞
米
の
士
一
功
が
あ
り
、
政
千
五
百
石
に
計
っ
た
。
元
利
三
年
致

で
あ
る
が
、
御
隠
近
で
は
な
か
っ
た
。
七
兵
衛
奇
行

一
仕
L
、
犯
永
元
年
五
月
サ
五
日
間
問
、
以
八
十
。
子
孫

多
〈
、
明
治
三
年
初
官
名
演
似
の
人
名
そ
禁
ぜ
ら
れ
一

附
K

務
に
仕
へ
る
。

た
時
、
七
兵
太
と
改
め
た
が
、
そ
れ
は
方
言
で
野
を
一

ワ
キ
ダ
シ
ゲ
ト
シ
脇
田
霊
法
泊
桝
前
万
。
初

訟
味
ナ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
叉
九
年
版
万
令
氏
胞
の
一
め
前
間
利
治
の
仰
と
な
り
、
見
永
十
六
年
制
治
の
大

後
は
、
一
倒
木
そ
惜
し
、
大
荒
同
の
納
を
羽
織
と
し
、経

一
期
寺
に
分
封
す
る
に
従
う
て
一
一
千
石
命
政
ゼ
ら
れ

折
引
の
布
口
前
を
綴
合
は
せ
た
袴
を
穿
っ
て
制
歩
し
た
。
一
た
。
弟
宇
一
牛
後
札
官
製
ぎ
、
二
千
百
石
trd
z
け
、
政
治

ワ
キ
ダ
カ
デ
ン
シ
ヨ

脇
田
泉
市
博
書
一

加
。
加

一
元
年
授
。
子
な
〈
、
酬
明
後
腹
館
之
助
止
有
益
ひ
、
拙
之

到
滞
の
士
脇
川
九
兵
術
直
賢
入
誼
如
餓
が
、
文
総
元

一
助
も
柿
刀
と
改
名
し
て
千
日
乱
首
石
荷
受
け
た
が
、
途

年
制
約
の
役
に
字
詰
多
努
家
の
叫
に
伴
ば
れ
て
本
邦

一
に
辺
慨
し
て
宥
市
と
蹴
L
、
{
一
尽
に
位
し
た
。

に
来
た
後
の
閲
阪
を
、
町
治
三
年
正
且
自
記
し
て
子

一

ワ
キ
ダ
ジ
ヨ
テ
ツ
オ
ボ
エ
ガ
キ

脇

田

如
銭
回目番

目
的
に
泊
し
た
も
の
で
あ
る
o

一
郎
削
刺
家
の
民
村
引
問
後
守

・
奥
村
伊
抽
出
活
以
下
五

ワ
キ
ダ
コ
ウ
イ
チ

脇
田
巧

一

加
到
掛
川
の
士
脇
一
十
四
人
の
ほ
功
に
就
い
て
お
い
た
も
の
で
、
絵
米
に

川
九
兵
衛
の
山
子
、
山
品
川
永
三
年
を
以
て
生
ま
る
o
家

『
右
御
家
に
て
手
に
逢
巾
者
承
及
候
分
、
作
出
L
次

川
々
一
一
一
-
白
石
を
受
け
た
。
明
治
六

・
七
年
の
交
巧
一

一

mm官
付
巾
候
。

ぃ
，
つ
れ
も
先
ち
が
へ
可
有
御
庭
候
去

後
則
巾

mの
院
生
と
な
り
、
生
徒
松
凶
克
之
と
共
に

一
々
。
』
と
あ
る
。
脇
町
如
銭
は
直
貸
で
あ
る
。

良
選
総
院
設
4
M
を
腕
胞
に
即
位
苦
闘
し
た
が
、
そ
の
顧
み
一

ワ
キ
ダ
ナ
ホ
カ
タ
脇
田
直
賢
泊
酬
明
九
兵
衛
0

5mと
な
ら
な
か
っ
た
を
怒
り
誕
思
し
た
o
八
年
長
一
も
と
朝
鮮
の
人
O

交
は
鮪
林
mv士
金
時
省
o
文
政
一
苅

辿
誌
の
腿
児
島
か
ら
踊
っ
た
時
、
巧
一
之
を
訪
う
て

一
年
の
役
に
、
七
践
に
し
て
宇
科
多
禿
一本
の
援
に
伴
は

そ
の
談
宇
一
間
き
、
深
〈
商
郷
隆
同
日

・
網
野
利
款
の
人
一
れ
て
間
山
に
来
。
、
努
家
の
室
に
よ
り
て
翌
年
金
抑

と
偽
り
を
取
ひ
、
十
年
臨
時
間
等
の
怨
兵
失
敗
す
る
に
一
に
治
ら
れ
、
売
出
廿
院
夫
人
に
誌
は
れ
た
o
次
い
で
前

及
び
、
迭
に
出
向

m
一
民
と
依
っ
て
、
十

一
年
二
月
東
一

肌
利
長
の
近
侍
と
な
り
、
脇
問
震
俊
の
女
を
喪
っ
て

上
し
、
五
且
十
凶
日
彦
総
大
久
保
利
泌
を
紀
尾
井
町
一
そ
の
氏
や
一
日
L
、
利
投
退
老
の
後
之
に
従
う
て
百
石

に
暗
殺
し
、
七
且
廿
七
日
新
刑
に
雌
せ
ら
れ
た
。
時

一
ー
を
賜
は
り
、
文
百
三
十
石
狩
加
へ
た
が
、
後
に
訟
を

に
年
世
九。

一
得
て

一
時
併
時
L
、
次
い
で
大
坂
耐
役
に
出
陣
し
て

ワ
キ
ダ
シ
ゲ
カ
ツ
脇
田
重
勝
目
辿
桝
諮
左
衛
門
。

一
功
を
立
て
、
二
一
白
布
を
加
賜
せ
ら
れ
、
江
永
中
流
百

一
時
的
部
軍
季
の
三
男
。

元
利
三
年
交
巡
隠
の
後
そ
の
綜
一

七
十
石
官
加
へ
て
則
前
千
石
と
な
り
、
依
同
拾
に
任
じ
、

一
六
百
石
を
受
け
、
大
小
将
積
一
肌

・
足
腕
聞
に
任
ぜ
ら

一
先
関
商
を
愈
ね
、
御門
M
用
語
奉
行
と
な
っ
た
。
光
高

庁
、

震

ニ

年

裂
し
た
。

一の
裂
封
よ
り
四
年
、
安

定

聞

に

ま

、
綱
紀
の

九
二
二

ワ
キ
パ
ゴ
ン
Z

モ
ン

鴎
翠
槍
右
衛
門

究
永
二

十
年
矢
磁
右
衛
門
の
也
知
四
百
行
を
線
ぎ
、
町
保
二

年
大
小
胞
と
な
っ
た
。
然
色
に
そ
の
益
子
僻
右
街
門

が
、
在
貸
元
年
十
二
且
城
陪
屋
惣
右
術
門
の
徒
と
し

て
逐
電
し
た
を
以
て
、
ご
年
正
且
椴
右
術
門
は
川
副
議

脅
命
ぜ
ら
れ
、
五
且
水
野
入
郎
兵
衛
に
御
預
と
な
。
、

三
年
二
月
知
行
を
召
政
L
、
能
景
品
に
抗
さ
れ
て-大

和
三
年
に
残
し
た
。
係
布
衛
門
は
延
詑
三
年
杭
戸
に

て
召
舗
へ
ら
れ
、六
且

H
七
日
刻
尚
に
出
陣
せ
ら
れ
た
。

ワ
キ
バ
ラ

脇
原

町
一
一
円
河
北
郡
東
原
脇
即
白

内
の
小
手。

ワ
キ
ミ
ツ
ス
ケ

和
木
光
弼
泌
制
才
安
、
関
は

光
粥
、
字
は
逝
耐
棚
、
鋭
は
磁
軒
。
合
町
印
の
入
。
消
に

赴
い
て
聞出や-削日ひ
、
紛
ら
院
朱
の
出
に
志
し
て
総
佐

に
敬
授
し
た
。
貸
出
川
十
年
九
月
札
口
三
日
易
箆
す
石
川

年
凶
十
二。

ワ
キ
モ
ト
カ
ヲ
へ
イ

脇
本
田町
平

初
め
て
前
川

利
家
に
仕
へ
て
さ
百
依
を
領
し
た
。
そ
の
子
も
亦
幻

叫
?
と
い
ひ
、
百
三
十
石
キ
一受
け
、
子
孫
切
に
靴
製
す

る。
ワ
合
ナ

z

w
m
o
 

i両
波

河
胎
州
附
引
上
住
に
回
す
ヲ
O
p

e侃

ワ
ク
ナ

Z
シ

ン

涌

波
新
石
川
細
石
浦
庄
に
凶

す
る
部
稿
。
延
釘
三
年
ま
で
は
酒
伎
と
務
へ
て
ゐ

た
。
元
政
十
一
年
王
且
荷
披
新
村
百
姓
四
郎
兵
術
山

上
に
、
流
永
の
頃
下
小
eX
，
仙
却
を
新
聞
高
と
す
べ
き
品
川

盟
者
を
募
っ
た
時
、
加
賀
郡
涌
披
村
の
百
姓
四
人
が

披
て
凶
地
を
聞
い
た
と
あ
る
。
こ
与
に
下
小
京
野
と

い
う
た
の
は
滴
波
新
の
こ
と
で
あ
る
。
叉
元
文
五
年

の
十
村
部
上
に
は
、
辰
巳
水
道
関
鴻
の
後
そ
の
除
水

を
以
て
拓
い
た
問
地
で
あ
る
と
犯
さ
れ
る
。

ワ
テ
ラ
和
念

鹿
島
郡
奥
原
保
に
凶
す
る
部
古
川
。

滋
久
=
一
年
註
誕
の
能
資
凶
岡
敏
目
録
の
中
鹿
島
地
に


